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はじめに
　2007年4月から、明治大学付属明治高等
学校中学校（以下「明高中」）で専任司書教
諭として勤務しています。学校図書館の魅力
や、外からは見えにくい学校図書館の仕事に
ついてご紹介できればと思い、特別講義を担
当させていただきました。
1、学校図書館の仕事
　明高中図書館は蔵書数約4万冊、専任司書
教諭と非常勤の学校司書2名の計3名で運営
しています。司書教諭と学校司書で仕事を分
担している他、新着図書配架日、購入図書申
込の可否決定日、ガラスケース図書展示日、
督促日等を定め、3名がそれぞれスケジュー
ルにそって仕事をしています。
　仕事のスケジュールを定めたのは今年度か
らです。以前の明高中図書館は1週間のスケ
ジュールが明確ではありませんでした。しか
し、スケジュールが定まっていないと図書館
業務にむらが生じますし、生徒にとっても毎
日代り映えのない図書館に来る状態が続いて
しまいます。スケジュールを定めたことで学
校司書の作業にリズムが生まれ、生徒のあい
だには新着図書を楽しみにする雰囲気が生ま
れました。いまでは新着配架日の朝に図書館
に走ってくる生徒もいます。
　学校図書館の仕事は、生徒の休み時間が表
舞台で、外側から見えるのは主にその部分だ
けです。しかし、実際に本を表に出すまでに
は、分類、目録作成、装備等の作業が必要で、
その作業が順調に行われているかどうかで、
表で行われる生徒へのサービスの質も変化し
ます。いまでは、スケジュールを決めたこと
は生徒へのサービス向上のためになくてはな
らなかったことだと自負しています。
　学校の状況にもよると思いますが、司書教
諭の仕事の中には、このように学校図書館の
表（生徒へのサービス）を改善するために裏
（学校司書の作業）の年間計画、作業計画を
考えることも含まれると考えています。
2、図書館利用学習
　「図書館利用学習」といわれるもののひとつ
の形は教科と連携し、図書館内で授業を行う
もので、これはいわゆる「教科との連携」で、
社会科、国語科、家庭科などの教科担当者と
司書教諭あるいは学校司書とが授業を行うも
のです。
　もうひとつの図書館利用学習は「図書館利
用の授業」です。図書館の資料や図書館の利
用法を学ぶ授業です。これにはみなさんも中
高で受けてきたオリエンテーションが含まれ
ると思います。
　どちらにも利点と問題点がありますし、司
書が専任なのか非常勤なのか、そもそも配置
されているのか、司書教諭が専任なのか兼任
なのかなどさまざまな条件によって変わって
くるものだとは思っています。特に教科との
連携では、多忙な教科担当教諭と司書教諭の
打ち合わせ時間を確保する難しさや、学校図
書館側よりも教科担当者の都合に左右される
等、もどかしい問題もあります。
　それでも、みなさんが教科担当教諭になら
一23一
れたら、ぜひ積極的に学校図書館を利用する
授業を展開していただきたいと思います。多
くの学校図書館は、先生方と一緒に授業がで
きることを楽しみに待っています。司書教諭
や学校司書とのTTという形でなくとも、授
業に関連する図書を推薦してくださるだけで
も、学校図書館と教室の距離はぐんと縮まり
ます。学校には学校図書館があり、そこには
司書教諭や学校司書がいるのだということを
覚えておいてください。学校図書館を活用し、
幅の広い授業展開を考えていただければと
願っています。
3、学校司書との協働
　これまでの勤務を通じ、司書教諭にはコ
ミュニケーション能力と企画立案能力が必要
だということを強く感じています。
　生徒への読書指導にせよ、学校司書ととも
に働くにせよ、コミュニケーションが重要で
あることは当然のことですので、今回は主に
企画立案能力について述べたいと思います。
　学校図書館における企画立案能力とは、実
務そのものというよりは、その学校の教育方
針や経営方針を熟知し、一方で学校図書館を
どうしたいのかというイメージを自分の中で
しっかり持って、それらをうまく合致させら
れるような中・長期計画、作業計画を立て、
実現可能な方向に舵取りをしていくことだと
考えています。
　学校図書館は、ただ開館させておくだけで
良いのならば、司書教諭や学校司書がいなく
ても、仕事のルーティンを覚えている人がい
ればそれなりに動いていくものです。しかし、
学校図書館を学校の中で活性化させ、学校教
育を支える心臓部とするためには、目先の仕
事だけではなく5年先、10年先を考えて運営
していくことが大切です。このように中・長
期計画を立て、図書館の全体像をつかむこと
は、学校図書館で働く者にとっては非常に重
要なことです。明高中ではこれを司書教諭が
担当して、学校図書館が学校の中でどう位置
づけられるのか、学校の教育方針をどう支え
ていくべきなのかということを学校司書に伝
えています。
　学校図書館には司書教諭と学校司書の二役
が必要です。学校の方針を理解した上で、学
校図書館運営の企画立案をするとともに、図
書館や資料について生徒に教える司書教諭。
学校図書館が学校教育に寄与できるよう、運
営計画に従って学校図書館の環境整備や資料
収集等を行う学校司書。互いに補い合い、協
力しあって、はじめて学校図書館がよくなっ
ていくと思います。
　他の学校の専任司書教諭の中には、分類や
装備といった実務面にも携わり、学校司書と
の区別が困難な方もいらっしゃるようです。
明高中で「舵を取る」司書教諭と「櫓をこぐ」
学校司書という業務分担がスムーズにいって
いる理由のひとつには、わたしが授業を担当
していることが挙げられます。明高中では年
間を通して、図書館資料を用いて調べる力を
伸ばす授業「探す」が設定され、司書教諭で
あるわたしが担当しています（2009年度より
「図書科」に変更）。司書教諭が授業を持って
いる分、実務は学校司書の方にお任せするこ
とになっていて、それが互いの職務を尊重し、
協働する形につながっているように思います。
おわりに
　さまざまな話をしましたが、学校図書館の
魅力のひとつは、図書を発注しでから利用者
に手渡し、返却されてくるところまで、すべ
てを見渡せるという点にあると思います。
　わたしの一番好きな言葉にランガナタンの
「図書館は成長する有機体である」というもの
があります。明高中図書館は2008年度に新
校舎に移転しますが、新しい図書館が良い方
向に育っていくよう、これからも学校司書と
協働し、うまく舵取りをしていければと思っ
ています。
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受講生（学校経営と学校図書館）のコメント
商学部　商学　3年　M．1．（M）
　司書教諭として、教員と司書のつながりを
持ち、生徒のためにニーズに合う図書館をつ
くることが大切だと思った。図書館について
自分の理想のものをつくろうとする気持ち、
仕事に妥協しないために、アメリカに行った
り、多くの挑戦をしている江竜さんの情熱は
素晴らしいと思った。生徒の利用を増やすた
めには、授業で使用すること、本を面白くア
ピールすることで興味を引くことができるし、
積極的に生徒・教員とコミュニケーションを
とっていくことが大切だとわかった。
理工学部　応用化学科　4年　T．1．（M）
　今回は江竜さんにお話して頂き、とても参
考になりました。現場の方の声として、「正
規と非常勤の間での溝、楽しい現場にしよう、
身分・職務とは関係ないコミュニケーション
を」などがありました。また、教科との連携、
司書との協働の大切さ、難しさなどを教えて
いただき参考になりました。司書教諭は生徒
の実態を知っているので、その生徒のニーズ
やレベルに合わせた図書館づくりが今後の図
書館に求められていると思いました。
農学部　農業経済学科　4年　T．N．（F）
　司書は図書館の整理など事務的な仕事ばか
りだと考えていましたが、教師とのコミュニ
ケーションも大切な仕事ぞあると感じました。°
教師は、自分の教科の授業だけで精一杯とい
う場合が多いので、積極的に働きかける必要
があると思いました。私が教育実習をした中
学校では、ほとんどの生徒が図書館をあまり
利用していなかったように思うので、江竜先
生の学校のような生徒が活発に利用するよう
な図書館をつくれるよう、将来教師になった
時に努めていきたいです。図書館を利用して
もらうようにする取り組みとして、ガラスケ
ースに新刊購入予定を並べるという取り組み
はおもしろいと思いました。生徒の反応もす
ごく良く、見習っていきたいと思います。
文学部　文学科　4年　Y．M．（M）
　司書教諭と教科担当との関係や専任・兼任
との関係についてのお話がとても興味深かっ
たです。お互いの領域に踏み込むということ
をあまりしないとのことですが、それは自身
が教育実習に行ったときにも感じたことでし
た。理科と数学や英語と国語などは、非常に
関連している部分もあり、もっと複合型とい
うか横断型といった形の指導を行えば、自分
の得意な科目、分野を苦手につなげていける
と思いました。これは読書に関しても同じだ
と思います。スポーッが好きな学生が選手の
伝記を読んだりして、本が好きになるという
例もみたことがあるので、きっかけづくりと
しての複合型指導を考えるのも大切なのでは
ないかと思いました。
文学部　文学科　3年　S．N．（M）
　仕事に対して、大変さやさみしさや、楽し
さ全部をひっくるめて、誇りを持っているこ
とがとても印象的でした。自分の仕事に対す
る情熱がひしひしと伝わってきました。専任
か非常勤か兼任によっての立場や思想の違い
の差をうめることの大変さはあるのだなと思
いました。さまざまな経験を生かすことがで
きていて、すごい理想的な人だと思いました。
文学部　文学科　3年　N．K．（F）　’
　正直私が中高生のときも司書教諭の存在は
意識したことがありませんでした。こんなに
多忙だとは今年履修して初めて知りました。
学校現場は変化し続けると思いますが、専任
の司書教諭の設置は変わってほしくないと思
います。まだまだ現場の教員の理解を得られ
ていないとのことで、そこが一番の問題だと
思いました。とても楽しんで仕事をなさって
いる様子が伝わってきました。こんな司書教
諭の先生がいたら、私も図書館が好きになっ
たかもしれないと思いました。
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文学部　史学地理学科　3年　N．K．（F）
　最後に出てきた「理想の図書館」像という
ものを自分は考えたことがなかったなと思っ
た。どういう図書館にしたいのかということ
がなければ、進んでいく方向も分からなく
なってしまう。図書館が、生徒にとって先生
にとって使いやすいものにしていくには理想
像が必要になると思う。
文学部　史学地理学科　3年　M．0．（F）
　私は、中高と公立に通っていたので、今の
学校はこんななのか…と驚きました。公立は
どうなのかという関心もあります。現実的に
は難しいと思いますが、総合の時間やまた選
書などにも多くの先生方に関わってほしいと
思います。私は、司書課程もとっているので
すが、それぞれの課程が関係してつながって
いると感じるので、司書とか教員は関係なく
協力していければ、図書館もより良いものに
なっていくのではないかと思います。参考図
書の使い方を指導することは、自分はすごく
大切ではないかと大学に来て実感しました。
科目等履修生　A．1．（F）
　現場の話が聞けて、非常に貴重な体験でし
た。学校図書館という難しい立場の中で、い
ろいろな先生や職業、生徒が関わっていくと
いうのは、本当に大変なのだと思いました。
特に、体育祭でどこも応援できない話や、ワ
ークがゲームにしかならなかった話など、コ
ミカルに分かりやすく、多くの問題点にリア
リティがありました。
科目等履修生0．A．（M）
　司書教諭といっても、教科担当の教諭と
違って具体的な仕事の内容が想像しづらいも
のであったが、今回江竜さんの話を聞いて、
わからなかったことがイメージできたと思う。
私は教科担当の教員志望であるが、江竜さん
も言っていたように、これからは教科と図書
館が連携した授業が大切になってくる。子ど
もたちが主体的に学ぶ活動を進めていくには、
図書館のように学べる環境の中での学習が大
切であるからだ。このような授業を進めてい
くには、司書教諭との連携が一番大切である
と思う。私も、司書教諭課程を通して学んで
きたことを生かし、より良い教育方法をつく
りあげていきたい。
商学部　商学科　4年　M．N．（F）
　本の選書基準がこれまでなかったことには
驚いたが、江竜さんの努力のおかげで、図書
館のシステムが非常にしっかりしたと思った。
新書をコンスタントに入荷するなど、生徒た
ちにとってもうれしいことであると思う。生
徒のリクエストに対しても必ずこたえる体制
もしっかりしていて、生徒と司書教諭とのコ
ミュニケーションがしっかりとれているとい
う印象を受けた。とても生徒達に開かれた図
書館であると思う。
文学部　文学科　4年　M．K．（F）
　改めて司書教諭、司書の忙しさを知りまし
た。非常に計画的に仕事が行われていて、そ
うでないと回らない職場であることが、江竜
先生のお話でよくわかりました。確かにこれ
だけの仕事量では、専任で図書館の仕事をす
る人がいないと、図書館の充実・発展はない
と思います。図書館の仕事は極めても極め足
りないものなのだなあと奥深さを感じました。
政経学部　4年　Y．S．（F）
　江竜先生、昨年は、明高中の図書館を見学
させて下さり、ありがとうございました。
　リクエストのシステムが充実している印象
を受け、電車系の本が多いなどの特色がある
点が面白かったです。来年度から2倍の広さ
の図書館になるということで、女生徒が読む
本などの増冊に伴い、また図書館の色が変
わっていくのかと思うと何だか楽しみです。
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